
急性期病院の生き残りの条件と
次期改定を見据えた病床再編策

プログラム

“中林 梓氏”の急性期病院の生き残り策と新病床再編セミナー

もはや限界！！　本格的に動き出した中小の急性期病院の再編と経営戦略！！

～骨太方針2024や経済財政諮問会議などが打ち出す2026年に向けた医療介護改革を展望し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024年度内になすべき病院改革の具体策を分かりやすく解説指導～
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急性期病院の生き残り策と新病床再編セミナー  申込書10月19日（土）

地域医療構想と地域包括ケアの実現の施策を折り込んだ2024年診療報酬改定施行4カ月後の影響を検証！！
2024年改定における全国の民間病院、国公立病院、公的病院が取り組んでいる改定対応や新たな経営戦略を解説！！

※ご希望の受講方法にチェックをお願いいたします。　　

会場＆オンライン＆オンデマンド＆DVD＆CD（選択可）

PM1:00～PM5:00

Webからの
お申込はこちら⇒　

「申込欄」に必要事項をご記入の上、FAXにてお送りください。折り返し請求書をFAXいたします。
※参加料は、下記指定口座にお早めに（原則 開催1週間前までに）お振込み下さい。
※ご入金確認後、会場受講の方は「受講票」「会場地図」、オンライン受講の方は開催日3日前に「受講用URL」、
　オンデマンド受講の方は開催後に、ホームページの配信ページで開催7日後の朝9時から14日間ご視聴いた
　だけるパスワードをお送りいたします。DVD・CD受講は開催後10日程度でお届けします。
振込名義（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※入金照合のためなるべくご記入ください。
振込先:三井住友銀行　本店営業部　普通預金　７５７７１６２　
名義：カ）ホケンイリョウフクシサービスケンキュウカイ

　骨太方針2024では、医療DXの推進、医療人材の確保と賃上
げ、医療保険制度の安定性・持続可能性の向上等が掲げられまし
た。中小の急性期病院にとっては、ICTツールの導入コストや技
術的な課題、高齢化に伴う医療ニーズ増加に対し、医師・看護師
の人手不足の深刻化や離職率の上昇、また今後の診療報酬の見
直しや医療費の抑制策の影響を強く受ける可能性があります。
　本セミナーでは、我が国の診療報酬研究の第一人者である
ASK梓診療報酬研究所所長 中林梓氏に、2024年診療報酬改
定施行後の影響を検証いただき、中小の急性期病院の時期改定
を見据えた病床再編策を徹底指導いただきます。どうぞ、病院経
営トップをはじめ経営幹部、医事課、コ・メディカル部門の皆様方
のご参加をお待ち申し上げます。

10月19日㈯

※オンデマンド・DVD・CD受講の方は、編集・運用費等経費として
　別途3,300円のご負担をお願いいたします。

※受講方法選択　　【当日受講】  □ 会場受講　□ オンライン受講　　【後日受講（参加料＋3,300円）】  □ オンデマンド受講　□ DVD受講（送料1,210円）　□ CD受講（送料1,210円）　　　　　　　　　

※オプション　　　　□ 無料個別相談（会場受講のみ）　□ DVD追加（DVD代14,300円、送料880円）　□ CD追加（CD代9,900円、送料880円）　　※金額は全て税込です。　  　 　 

 ご注意 お申し込み後のキャンセルは準備の都合上開催8日前迄とさせていただきます。また催行人数を満たさない場合は、中止となる場合がございます。その場合はセミナー開催日の10日前迄にご連絡させていただきます。（パック旅券等の保証は致しかねます。）
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Ⅰ. 2024年診療報酬改定で見えてきた急性期病床のあり方
　　・重症度看護必要度変更の意味
　　・特定集中治療室等の厳しさ
　　・地域包括医療病棟の内容確認

Ⅱ. 病床再編・変更の具体策
　　・地域包括医療病棟の活用方法
　　・地域包括ケア病棟との棲み分け
　　・回復期リハビリテーション病棟の可能性

Ⅲ. 様々な連携関係を意識した病床再編
　　・救急患者連携搬送料を意識した病床
　　・介護施設障害連携・協力医療機関に取り組むか
　　・診療所との連携での稼働率

Ⅳ. 新たな地域医療構想のあり方
　　・何のための病床再編か、可能性と見極めを考える


